
２．今後の学術研究体制における大学共同利用機関の
役割に関する所見役割に関する所見

大学共同利用機関の位置付け・役割、コミュニティなどのニーズを反映する
ための方策 共同利用・共同研究機能の向上のための方策ための方策、共同利用 共同研究機能の向上のための方策

V. 産業界との連携強化
最先端技術開発を産学でいかにして推進するかが課題

知の創造の優先による技の創造の空洞化：
大学：技の創造の衰退、産業界：基幹産業の国際競争力の低下

新しい新しいWorkshopWorkshopの設立の設立
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３．大学との教育上の連携の在り方に関する所見

（１）法人としての全体方針

I これまで 共同利用 共同研究の幅広い推進によ て大学院生の

II 放射光施設 測定器開発室 加速器施設の 部に教育用ビ ム

I. これまで、共同利用・共同研究の幅広い推進によって大学院生の
教育、若手研究者の育成に寄与してきた

II. 放射光施設、測定器開発室、加速器施設の一部に教育用ビーム
ラインや実験装置を整備して、学部・大学院生が自発的に研究を
企画・実施できるようにする

→ 例えば12 GeV陽子シンクロトロンのテストビームラインにおける実験で 現→ 例えば12 GeV陽子シンクロトロンのテストビ ムラインにおける実験で、現

在の研究者コミュニティを代表する多くの研究者が育成されたことから、
大いに重要である

III. 双方向サバティカル制度の導入により大学、大学院教育に参加
→ 具体化を急いでいる

IV. 各種サマースクールを大学との連携で実施する。
→ サマーチャレンジ（学部3年生用）
→ ＯHO加速器スクール（大学院生、企業者用）

→ ＣＥＲＮ（欧州合同素粒子・原子核研究所）サマ スク ル（各大学から修→ ＣＥＲＮ（欧州合同素粒子・原子核研究所）サマースクール（各大学から修
士院生を派遣）

→ その他の国際サマースクール
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大学大学33年生用年生用
プログラムプログラム

• 各大学から教員が参加
• 各大学から作文のみで

80名選ぶ
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３．大学との教育上の連携の在り方に関する所見

（２）総合研究大学院大学の基盤機関としての現状・課題

• 総合研究大学院大学の高エネルギー加速器科学研究科（３専攻）は、加速器
科学という共通の理念の下、同一キャンパスに設置された利点を生かし、カリ科学という共通の理念の下、同 キャンパスに設置された利点を生かし、カリ
キュラムの共通化やＦＤ、教育支援等、実質的にも3専攻の一体的・有機的な
運営を行っている。

• 本研究科は多くの留学生を受け入れ、また日常的に基盤機関の国際的研究環

境に接することにより極めて国際化の進んだ環境を提供できている。(13/57)

• 大学院生への経済的支援は必須のものとなりつつあるが、学生数及び支援費
用の増加などから財源の確保のための各種制度、支援体制の充実が望まれ
る。

• 本研究科の大学院生はほぼ全員が基礎分野の研究者を目指しており、博士
号取得後のキャリアパスの開拓支援の充実が必須である。
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３．大学との教育上の連携の在り方に関する所見

（３）その他各大学等との連携による学部教育・大学院教育の現状・課題

I. 各大学と包括協定を結んで教育連携を検討括 定 携
→ 広島大、名古屋大、東北大

II 各大学における連携講座枠の拡大が必要II. 各大学における連携講座枠の拡大が必要
（機構に割り当てるようなシステムはできないか？）
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